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要 旨

地球は太陽の周りを１太陽年(およそ365.2424日)に一回公転している。その軌道は楕円

であるから、地球と太陽との距離は日に日に遠ざかるか、または近付いている。

本研究は、天体望遠鏡を使って投影した太陽光球を撮影し、それらの画像を数枚重ねて

大きさを比較した。

その結果、光球は7月に最も小さく、1月に最も大きくなった。光球の大きさの違いを観

測することにより、太陽と地球の距離が変わっていることが確かめられた。

１．はじめに

太陽と地球の距離が日によって変わるという話を聞き、本当に変わっているのか確

かめたいと思った。

投影板を取り付けた天体望遠鏡を用いて投影した、太陽光球を観察して、遠日点・近

日点通過前後の太陽の見かけの大きさの違いを調べる。

２．方法

晴れた日の13:00～13:20に決まった場所で、鏡筒に太陽投影板を取り付けた天体望

遠鏡を用いて観測を行う。

投影板に映し出された太陽光球をデジタルカメラで写真に収め、画像編集ツール

(PhotoStudio5,SAI)で数枚重ね、大きさを比べる。画像を重ねる際は、レイヤー１枚ごとに

写真を１枚貼り付け、乗算、不透明度を調節している。

今回は、遠日点及び近日点を通過する前に撮影したものと、通過した後に撮影したもの

とで、双方の違いを観察した。また、遠日点近くである7月2日・近日点近くである1月4日

の2枚の画像を重ねて、近日点と遠日点での距離の違いによる太陽光球の大きさの差を比較

した。

10月15日からは、普段観測していた昇降口前だと太陽が校舎の陰に隠れてしまうため、

数ｍ離れた校舎西側の白堊会館の前で、観測を行っている。

３．結果

現在36日分の写真が撮影できた。6月2日～17日は、日が経つにつれ太陽光球は小さく

なっている。この観測期間は地球は遠日点に向かっている、つまり太陽から遠ざかってい

ることから、この結果は正しいものだと判断した。



7月23日～10月1日は、太陽光球はわずかではあるが大きくなっているように見える。こ

の観測期間は地球が遠日点を通過し太陽に近付いていることから、この結果は正しいもの

だと判断した。

また、遠日点付近の7月2日に撮影した画像と近日点付近の1月4日に撮影した画像を等し

い倍率で重ね合わせたところ、7月2日の光球の大きさが15cm、1月4日の光球の大きさが

15.5cmになり、5mmの差で近日点である1月4日に撮影した光球のほうが大きかった。

４．考察

地球が近日点を通っているときの太陽との距離（1.471×108km）と、遠日点を通って

いるときの太陽との距離（1.521×108km）の差は5.000×106kmである。この差は比率に

して約3.4％であるため、遠日点と近日点での太陽と地球の距離の差は正しく観測でき

たと思われる。

しかし、6月2日～17日の幅が15日間であるにも関わらず予想以上に大きくに違いがでて

しまったので、6月2日～17日の間の観察と写真撮影に何か問題がある可能性があると考え

られる。

５．まとめ

光球が７月にいちばん小さくなっていることから、地球は７月に太陽から最も離れる遠

日点を通り、１月にいちばん大きくなっていることから、１月に太陽から最も近づく近日

点を通っていることが分かった。このことから、太陽の大きさは一年を通して変わってい

ることが分かる。

また、望遠鏡を使った観測によって、地球は太陽の周りを、楕円軌道を描いて公転して

いることが確かめられた。
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←7月2日・1月4日撮影の画像を

重ね合わせたものとその拡大。

小さい（白が濃い）光球が7月

2日撮影のもの。

大きさの違いから、7月2日よ

り1月4日のほうが太陽と地球

の距離が近いことが分かる。


